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【特集チーム】岩本 裕子、南 多恵子、青山 織衣、鳥越 美世子、永井 美佳、中川 智子、
　　　　　　 華房 ひろ子、椋木 美緒、百瀬 真友美

人との関係づくりが苦手な（傾向にある）人の「ボランティア活動に

参加したい」というニーズをどう捉え、どう実現していくのか？

古くて新しい現場の課題「インクルーシブボランティア」。

地域共生社会の実現に向けて、合理的配慮のもと、誰もが参加できる

ボランティア活動を目指して今一度考えたい。

［特集］

発達障害や精神障害のある（その可能性のある）人たちのボランティア活動を考える「インクルーシブボランティア講座」（大阪市
主催・大阪ボランティア協会受託事業）は案内開始後すぐ満席になり、関心の高さがうかがえた。インクルーシブボランティア研究会
（2ページ参照）が企画・運営。左は2018年1月23日、右は2019年3月16日開催時の様子。
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多様な人々 の参加を実現する
インクルーシブボランティア 

岩本 裕子（関西国際大学） 南 多恵子（京都光華女子大学） 
インクルーシブボランティア研究会 

求
め
ら
れ
る
〝
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞  

　

誰
も
が
社
会
参
加
し
、
支
え
合
い
な
が

ら
共
に
生
き
て
い
く
社
会
、「
地
域
共
生
社

会
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
を
も
排
除
し
な

い
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
社
会

的
包
摂
）」
で
あ
る
。
同
様
に
、「
包
含
し
た
」

「
す
べ
て
を
含
ん
だ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味

の
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」
と
い
う
形
容
詞
も
、

使
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
」、「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
」
等
、

多
様
な
人
々
を
排
除
せ
ず
に
包
含
し
て
い
く

考
え
方
や
そ
の
重
要
性
は
社
会
の
中
で
定
着

し
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
文
脈
で
表
現
す

る
な
ら
ば
、「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
だ
ろ
う
。
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
年
齢
や
国
籍
、
病
気
、
障
害
の
有
無
等

に
か
か
わ
ら
ず
、活
動
し
た
い
誰
も
が
合
理
的

配
慮
の
も
と
、そ
の
人
な
り
の
多
様
な
形
で
の

参
加
が
で
き
る
。
そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
こ
と
だ
。

古
く
て
新
し
い「
現
場
の
課
題
」

　

こ
の
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

考
え
方
は
、
実
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
多
様
な
状
況
下
に
あ
る
人
た
ち
に
よ

る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し
た
い
」
と
い
う

ニ
ー
ズ
は
、
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
施
設
、
中
間

支
援
団
体
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
現
場
に
寄
せ
ら
れ

て
き
た
。

も
と
も
と
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、人
と
人
と
の
関
係
性
を
紡
い
で
い
く
活
動

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
対
人
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人
、
つ
ま
り
「
人
と
の

関
係
づ
く
り
が
苦
手
な
（
傾
向
に
あ
る
）
人
」

が
活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
支
援
は
と
り
わ

け
困
難
な
こ
と
が
多
く
、現
場
の
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

「
人
と
の
関
係
づ
く
り
が
苦
手
な
（
傾
向
に

あ
る
）
人
」
と
一
口
に
言
う
が
、
内
情
は
実

に
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
不
登
校
に
な
っ

た
が
何
か
し
た
い
」「
職
場
で
精
神
疾
病
を
発

症
し
休
職
中
で
、
精
神
科
の
医
師
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
勧
め
ら
れ
た
」
な
ど
、発
達
障

害
者
や
精
神
障
害
者
が
社
会
参
加
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
活
動
し
た
い
場
合
が
あ
る
し
、
特
に

就
労
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
の
場
合
も
あ
る
。
ま

た
、
障
害
は
明
確
に
線
引
き
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
と
言
わ

れ
る
、診
断
を
受
け
ず
自
覚
も
な
い
が
人
と
の

関
係
面
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
も
多
く

存
在
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
人
と
の
関
係

づ
く
り
が
苦
手
な
（
傾
向
に
あ
る
）
人
」
た

ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
現
場
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
た
ち
か
ら
は
、

「
で
き
る
だ
け
応
え
た
い
」
と
い
う
声
を
聞
く

反
面
、「
人
と
出
会
わ
な
い
で
す
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
っ
て
難
し
い
」「
な
か
な
か
意
図
が
伝
わ

ら
な
い
。
ど
う
し
た
ら
理
解
し
て
く
れ
る
の
か

し
ら
」「
約
束
で
き
な
く
て
も
い
い
活
動
っ
て
言

わ
れ
て
も
…
…
」
等
の
声
も
聞
か
れ
る
。
そ
し

て
、う
ま
く
活
動
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
り
、ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り

す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

彼
ら
彼
女
ら
は
、
障
害
や
疾
病
の
状
況
に

よ
っ
て
は
約
束
を
守
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た

り
、
こ
れ
ま
で
負
の
体
験
を
繰
り
返
し
て
き

て
い
た
り
、
社
会
経
験
が
不
足
し
て
い
た
り

す
る
こ
と
も
多
い
。
更
に
、
そ
の
自
覚
が
あ

る
場
合
も
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

人
た
ち
に
ど
う
配
慮
し
、
そ
の
人
そ
の
人
に

合
っ
た
関
わ
り
方
や
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る

か
、
長
年
模
索
さ
れ
て
き
た
。
本
特
集
で
は
、

こ
の
「
人
と
の
関
係
づ
く
り
が
苦
手
な
（
傾

向
を
も
つ
）
人
」
に
焦
点
を
絞
り
考
え
て
み

た
い
。

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
究
会
」
の
活
動

　

上
述
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
の
一
翼
と
し
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
、
２
０
１
６
年
12
月
、
大
阪
ボ
ラ
ン
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー
（１冊５００円＋送料35０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／offi  ce@osakavol.orgまで

　

居
住
支
援
法
人
は
２
０
１
７
年
の
改
正
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法（
住
宅
確
保
要
配
慮

者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関

す
る
法
律
）
に
よ
り
誕
生
し
た
仕
組
み
で
あ

る
。
も
と
も
と
こ
の
法
律
は
空
き
家
問
題
が

さ
さ
や
か
れ
始
め
た
07
年
、
高
齢
者
や
障
害

者
、
低
所
得
者
、
子
育
て
世
帯
、
被
災
者
な

ど
入
居
拒
否
に
あ
い
や
す
い
人
た
ち
が
安
心

し
て
居
住
で
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
目
的
で

成
立
し
た
。
居
住
支
援
法
人
に
は
入
居
相
談

や
物
件
探
し
、
入
居
後
の
見
守
り
な
ど
生
活

支
援
の
実
施
、
時
に
家
賃
債
務
保
証
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、20
年
５
月
の
段
階
で
約
３
０
０

の
居
住
支
援
法
人
が
全
国
各
地
で
活
動
し
て

い
る
。
相
談
者
は
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
も
多
く
、
居
住
支
援
に
あ
た
っ
て
は

不
動
産
、
法
律
、
福
祉
な
ど
複
数
の
領
域
で

専
門
的
な
協
力
が
必
要
と
な
る
が
、
居
住
支

援
法
人
の
存
在
や
活
動
は
ま
だ
ま
だ
関
係
者

に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

失
職
な
ど
に
よ
り
家
賃
が
払
え
な
い
、
災

害
や
老
朽
化
な
ど
建
物
の
問
題
で
住
み
続
け

ら
れ
な
い
、
長
期
間
暮
ら
し
て
い
た
施
設
・
病

院
を
出
て
地
域
で
暮
ら
し
た
い
が
親
族
は
頼

れ
な
い
、
親
族
か
ら
の
暴
力
を
う
け
別
居
が

必
要
な
ど
多
様
な
居
住
困
窮
（
住
ま
い
の
貧

困
）
が
社
会
に
広
が
り
つ
づ
け
て
い
る
。
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
な
い
人
々
の
存
在
と

そ
の
実
態
を
社
会
に
知
ら
し
め
て
い
く
こ
と

も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
人
間
科
学
大
学
准
教
授　
　
　
　

　

石
川
久
仁
子
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Ｊ
Ｒ
田
端
駅
北
口
か
ら
徒
歩
５

分
。
商
店
街
の
中
ほ
ど
に
あ

る
シ
ネ
マ
・
チ
ュ
プ
キ
・
タ
バ
タ
は
、
日

本
初
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ア
タ
ー
だ
。
車

い
す
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
大
音
響
が
苦

手
な
人
が
、安
心
し
て
鑑
賞
で
き
る
防

音
の
小
部
屋
も
あ
る
。

ス
ピ
ー
カ
ー
は
前
方
と
天
井
に
も
設

置
。
ま
た
聴
覚
障
害
者
が
音
を
振
動

で
体
感
で
き
る
「
抱
っ
こ
ス
ピ
ー
カ
ー
」

の
貸
し
出
し
も
あ
る
。

上
映
さ
れ
る
作
品
に
は
す
べ
て
、
音

声
ガ
イ
ド
と
日
本
語
字
幕
が
付
け
ら

れ
て
い
る
。
音
声
ガ
イ
ド
と
は
、画
面
に

映
っ
て
い
る
場
面
の
説
明
を
録
音
し
た

も
の
。
各
座
席
に
イ
ヤ
フ
ォ
ン
ジ
ャ
ッ

ク
が
あ
り
、
イ
ヤ
フ
ォ
ン
で

音
声
ガ
イ
ド
を
聴
け

る
。
音
声
ガ
イ
ド
の

台
本
作
成
、
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
担
う
の
は

講
習
を
受
け
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。１
３
０
人
の
登
録

者
の
う
ち
４
、５
人
が
チ
ー
ム
を
作

り
、１
カ
月
か
け
て
制
作
す
る
。

こ
の
映
画
館
が
あ
る
こ
と
で
、
新
た

な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い
る
。
毎
月

発
行
し
て
い
る
上
映
案
内
チ
ラ
シ
の
表

紙
に
は
、障
害
者
ア
ー
ト
作
品
を
掲
載
。

障
害
者
支
援
施
設
「
工
房
集し

ゅ
う」

の
ア
ー

ト
作
品
を
店
頭
で
販
売
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
休
館
中
、サ
ポ
ー
タ
ー

登
録
と
寄
付
・
グ
ッ
ズ
購
入
で
た
く
さ

ん
の
応
援
が
あ
っ
た
。
６
月
13
日
か
ら

営
業
再
開
。
席
数
を
半
減
し
、予
約
を

推
奨
し
て
い
る
。

「
作
品
を
目
当
て
に
き
た
人
が
、
障

害
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

る
。
障
害
者
の
た
め
の
映
画
館
で
は
な

く
、誰
も
が
来
ら
れ
る
映
画
館
。き
っ
か

け
づ
く
り
の
モ
デ
ル
に
な
れ
れ
ば
」
と

代
表
の
平
塚
千
穂
子
さ
ん
は
話
す
。

編
集
委
員　

山
中
大
輔

「
シ
ネ
マ
・
チ
ュ
プ
キ
・
タ
バ
タ
」

シネマ・チュプキ・タバタ
東京都北区東田端2-8-4
（JR山手線・京浜東北線　田端駅徒歩5分）
電話／03-6240-8480
営業時間／10:00～23:00（上映作品により異なる）　
水曜定休

ソーシャルワーク」の定義
は、世界的には、社会変

革、社会開発、個人の解放など
と幅広く、担い手は民間のボラ
ンティアも含む。それに対し、日
本では、社会福祉士、精神保健
福祉士など社会福祉の専門職
の仕事という狭いイメージが強
い。本書は、「生きづらさ」を抱
えた個人を援助する活動を起
点に、家族、友人、環境といっ
た背景にある課題にも目を向
け、社会変革も視野にいれる。
書名の「地域を基盤とした」と
は、「個を地域で支える援助」
かつ「個を支える地域をつくる
援助」であり、内容は、故岩間
伸之大阪市立大学大学院教授

の理論をもとに、北海道津
つべ つ

別町
の「身近な福祉相談所ぽっと」
における「総合相談」に至る。 
それは、細分化された専門

機関の機能に合った課題のみ
に対応してきた従来型のもの
ではなく、法律の枠を超え、当
該個人に合わせた「伴走型支
援」といったオーダーメイド
の援助である。その方法論は、
「相利共生」の生態学、シ
ステム思考を取り入れたジェネ
ラル・ソーシャルワークの理論
を基礎にして地域を基盤とし
たソーシャルワークを構築し、
「総合相談」に至る「三層構
造」をしている。 
専門職のみがそれを担うの

地域を基盤とした
ソーシャルワーク
住民主体の総合相談の展開
岩間伸之、野村恭代、山田英孝、
切通堅太郎 著 
中央法規出版、2019年12月 
本体2600円＋税 

は難しく、地域社会の多様な
担い手によるインフォーマルサ
ポートが必要となる。そうした
人材を生かしながら、本人のプ
ライバシーを守ることを前提
に、ケースカンファレンスなど
を通じて本人の「気づき」を促
し、本人が主体的に解決するた
めに支援する体制づくりが求め
られている。実際、地域社会に
は、広い視野とネットワークを
持った人材は数多くいるはずで
あり、ソーシャルワーカーは、そ
うした人材を発見して育てると
いう任務を担うというのが評者
の感想である。

編集委員　神野 武美

代表の平塚千穂子
さん（左）とスタッフの
宮城里佳さん

手
で
触
っ
て
わ
か
る
よ
う
に

モ
ザ
イ
ク
で
で
き
た
看
板

森をイメージして内装された館内

シネマ・チュプキ・タバタの外観

各座席につけられている
イヤフォンジャック

ア ゴ ラ

第68回
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日本資本主義の父」とし
て名高い渋沢栄一が、日

本の福祉に大きな足跡を残した
ことを知る人はむしろ少ないの
ではないだろうか。中央慈善協
会（現在の全国社会福祉協議
会）の初代会長を務めたことを
はじめ、長きにわたって東京養
育院の院長として運営に関与。
廃止の動きに反対し身をていし
て養育院を死守したり、済生会
の立ち上げに際して難航して
いた資金集めに奔走したりと、
さまざまな立場で役割を果たし
た「近代日本福祉の父」として
の顔も持つ。 
著名人が福祉団体のトップと

して名を連ねることは決して珍

しいことではないが、渋沢の場
合は真に福祉が必要との思い
から、貧困問題をはじめハンセ
ン病患者や非行児童、障害児
への支援など、現代にも十分通
じる福祉的課題に自ら向き合う
実践者であった。 
晩年には、救護法という今の

生活保護法の前身にあたる法
律の制定にも尽力した。法の制
定まで紆

う よ

余曲折があったが、そ
の一因は当時の「貧困者の公
的な救済は怠け者をつくる」と
の世論にあった。それに対して
渋沢は「貧困者の増加は機械
工業の発達、都市人口の膨張、
物価の高騰など社会の変化や
不十分な救済制度に原因があ

渋沢栄一に学ぶ福祉の未来 
杉山博昭 著 
青月社、2019年12月 
本体1500円＋税

る」と指摘、全国の方面委員
（現在の民生委員）などとと
もに粘り強く政府に働きかけ、
最後は命がけの行動で成立さ
せた。 
2024年発行予定の新 1万

円札の肖像に選ばれるなど昨
今何かと話題の渋沢だが、「福
祉の父」としての足跡をたどる
ことでこれからの福祉について
思いをめぐらせてみてはいかが
だろう。

編集委員　阿部 太極

ライブラリー

第39回

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
休
館
し

て
い
た
映
画
館
も
徐
々
に
再
開

し
、
少
し
ず
つ
だ
が
客
足
が
戻
っ
て
き

た
。
拙
作
『
春
を
告
げ
る
町
』
も
無

事
に
首
都
圏
で
の
再
上
映
を
終
え
、そ

の
後
は
地
方
の
劇
場
で
の
公
開
が
続
い

て
い
る
。

映
画
の
舞
台
で
あ
る
福
島
県
双
葉

郡
広
野
町
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
か
ら
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
直
後

に
は
全
町
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

映
画
を
撮
り
始
め
た
の
は
17
年
２

月
。ち
ょ
う
ど
仮
設
住
宅
が
完
全
閉
鎖

さ
れ
る
２
カ
月
ほ
ど
前
だ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
１
年
と
４
カ
月
、
私
は
広
野
町
に

通
い
撮
影
を
続
け
た
。

当
初
か
ら
、
震
災
だ
け
に
つ
い
て
の

映
画
に
す
る
気
は
な
か
っ
た
。
こ
の
土

地
で
生
き
る
こ
と
の
根
幹
を
映
し
た

い
。
歴
史
や
文
化
と
い
っ
た
具
体
的
な

事
象
か
ら
見
え
る
土
地
の
姿
を
見
つ

め
た
い
。
そ
う
思
っ
て
撮
影
を
続
け
た
。

そ
れ
は
原
発
事
故
と
い
う
現
在
も
続

く
問
題
を
見
つ
め
る
た
め
に
、
よ
り
必

要
な
視
点
だ
と
直
感
し
て
い
た
。

広
野
町
は
明
治
か
ら
昭
和
の
初
期

に
か
け
て
炭
鉱
で
栄
え
、
戦
前
か
ら
戦

後
に
か
け
て
は
開
拓
者
が
多
く
入
植

し
た
。
１
９
７
１
年
に
は
大
熊
町
で
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
、
80
年
に

は
広
野
町
で
火
力
発
電
所
が
運
転
を

開
始
。高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
よ
っ
て
、多
く
の
人
が
こ

の
町
に
移
住
し
た
。
そ
ん
な
人
た
ち
が

２
０
１
１
年
の
原
発
事
故
に
よ
り
、
全

町
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。そ
し
て

現
在
、
町
民
の
半
数
は
廃
炉
・
除
染
作

業
従
事
者
だ
と
い
う
現
実
。
こ
の
背
景

を
描
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
そ

れ
が
今
回
、
一
番
苦
心
し
た
こ
と
だ
っ

た
よ
う
に
思
う
。
映
画
は
目
の
前
に
あ

る
今
し
か
映
せ
な
い
、
そ
ん
な
当
た
り

前
の
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も

ど
う
に
か
大
き
な
時
間
を
捉
え
ら
れ
な

い
か
と
試
行
錯
誤
し
た
。

映
画
に
は
高
校
の
演
劇
部
、仮
設
か

ら
町
に
戻
っ
た
老
夫
婦
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
一
家
、
廃
炉
作
業
従

事
者
、祭
り
再
開
を
め
ざ
し
動
き
出
し

た
人
々
な
ど
が
登
場
す
る
。
広
野
町
に

住
む
市し

せ
い井

の
人
々
の
記
録
だ
。
一
見
す

る
と
何
の
変
哲
も
な
い
日
常
の
積
み

重
ね
の
先
に
、
私
が
発
見
し
た
時
間
の

厚
み
や
、
体
験
し
た
感
動
を
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。

今
月
の
作
品「
春
を
告
げ
る
町
」

監督・撮影：島田隆一
プロデューサー：加賀博行／島田隆一
製作：広野町／ JyaJya Films
配給：東風
2019年｜ 130分｜日本｜
DCP｜ドキュメンタリー
©JyaJya Films
上映情報は公式サイト
hirono-movie.comの
劇場情報をご覧ください。

2012年、映画『ドコニモイケナイ』を監督。本作で12
年度日本映画監督協会新人賞受賞。20年3月21
日より、監督最新作『春を告げる町』が渋谷ユーロス
ペース他で公開。現在、日本映画大学常勤講師。「ド
キュメンタリー映画って、 観るよりも作る方が数十倍
面白いよ！」といつも思います。

●今月の館主

島
し ま だ

田 隆
りゅういち

一 イラスト：杉浦 健

シ ネ マ

第61回
～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

今
月
の
作
品「
春
を
告
げ
る
町
」

監督 撮影 島田隆
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